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(57)【要約】
本発明はアンテナのモジュール化の実現方法を開示し、
前記方法は、アンテナの部品を区分し、区分された部品
を採用してアンテナモジュールを組み合わせ、且つ前記
アンテナモジュールのタイプを設定することを含む。本
発明は、さらにアンテナのモジュール化の実現装置、ア
ンテナモジュールを同時に開示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アンテナのモジュール化の実現方法であって、
　アンテナの部品を区分し、区分された部品を採用してアンテナモジュールを組み合わせ
、且つ前記アンテナモジュールのタイプを設定することを含む、方法。
【請求項２】
　前記アンテナの部品を区分することは、
　アンテナの各部品の機能により、アンテナの部品をアンテナエレメント群、位相シフト
ネットワーク、パッシブコネクタ群、アクティブコネクタ群、電気同調ユニット、アンテ
ナフィーダーインタフェース、電気同調インタフェース、無線周波数ジャンパ、およびコ
ンバイナーに区分することを含み、
　前記アンテナの部品を区分する前、前記方法は、アンテナにおけるアクティブコネクタ
とパッシブコネクタをそれぞれ標準化することを更に含む
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記区分された部品を採用してアンテナモジュールを組み合わせることは、前記アンテ
ナエレメント群をアクティブコネクタ群に接続することと、前記位相シフトネットワーク
のブランチインタフェースをパッシブコネクタ群に接続し、且つ前記位相シフトネットワ
ークのコンバインインタフェースをアンテナフィーダーインタフェースに接続して、前記
アンテナフィーダーインタフェースを介して位相シフトネットワークを外部ソース機器に
接続することと、前記電気同調ユニットを位相シフトネットワークに接続して、前記電気
同調インタフェースを介して電気同調ユニットを外部制御機器に接続することとを含む
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記アンテナモジュールのタイプは、アクティブアンテナモジュール、パッシブアンテ
ナモジュール、及びアクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールを含み、
　前記アンテナモジュールのタイプを設定することは、アクティブコネクタ群と送受信装
置アレイを接続することで、前記アンテナモジュールのタイプをアクティブアンテナモジ
ュールに設定することと、パッシブコネクタ群とアクティブコネクタ群を接続することで
、前記アンテナモジュールのタイプをパッシブアンテナモジュールに設定することと、コ
ンバイナーの第一ブランチポートと送受信装置アレイを接続し、コンバイナーの第二ブラ
ンチポートとパッシブコネクタ群を接続し、コンバイナーのコンバインポートとアクティ
ブコネクタ群を接続することで、前記アンテナモジュールのタイプをアクティブ・パッシ
ブ混合アンテナモジュールに設定することとを含む
　請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記アンテナが複数の周波数バンドをサポートしている場合、前記方法は、前記アンテ
ナを二つ以上のシングル周波数バンドのアンテナモジュールに区分し、且つ複数のシング
ル周波数バンドのアンテナモジュールを論理的に組み合わせることを更に含む
　請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数のシングル周波数バンドのアンテナモジュールを論理的に組み合わせることは
、各シングル周波数バンドのアンテナモジュールのタイプをそれぞれに設定し、実際のネ
ットワーキングの要求に応じて、複数のシングル周波数バンドのアンテナモジュールを論
理的にいろいろ組み合わせることを含む
　請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　アンテナのモジュール化の実現装置であって、
　アンテナの部品を区分するように構成される区分モジュールと、
　区分された部品を採用してアンテナモジュールを組み合わせるように構成される生成モ
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ジュールと、
　前記アンテナモジュールのタイプを設定するように構成される設定モジュールとを備え
る、装置。
【請求項８】
　前記区分モジュールは、前記アンテナの各部品の機能により、アンテナの部品をアンテ
ナエレメント群、位相シフトネットワーク、パッシブコネクタ群、アクティブコネクタ群
、電気同調ユニット、アンテナフィーダーインタフェース、電気同調インタフェース、無
線周波数ジャンパ、およびコンバイナーに区分するように構成され、
　前記装置は、アンテナにおけるアクティブコネクタとパッシブコネクタをそれぞれ標準
化するように構成される標準化モジュールを更に備える
　請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記生成モジュールは、前記アンテナエレメント群をアクティブコネクタ群に接続し、
前記位相シフトネットワークのブランチインタフェースをパッシブコネクタ群に接続し且
つ前記位相シフトネットワークのコンバインインタフェースをアンテナフィーダーインタ
フェースに接続して、前記アンテナフィーダーインタフェースを介して位相シフトネット
ワークを外部ソース機器に接続し、前記電気同調ユニットを位相シフトネットワークに接
続して、前記電気同調インタフェースを介して電気同調ユニットを外部制御機器に接続す
るように構成される
　請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記アンテナモジュールのタイプは、アクティブアンテナモジュール、パッシブアンテ
ナモジュール、及びアクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールを含み、
　前記設定モジュールは、アクティブコネクタ群と送受信装置アレイを接続することで、
前記アンテナモジュールのタイプをアクティブアンテナモジュールに設定し、パッシブコ
ネクタ群とアクティブコネクタ群を接続することで、前記アンテナモジュールのタイプを
パッシブアンテナモジュールに設定し、コンバイナーの第一ブランチポートと送受信装置
アレイを接続し、コンバイナーの第二ブランチポートとパッシブコネクタ群を接続し、コ
ンバイナーのコンバインポートとアクティブコネクタ群を接続することで、前記アンテナ
モジュールのタイプをアクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールに設定するように構
成される
　請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記アンテナが複数の周波数バンドをサポートしている場合、前記装置は、前記アンテ
ナを二つ以上のシングル周波数バンドのアンテナモジュールに区分し、且つ複数のシング
ル周波数バンドのアンテナモジュールを論理的に組み合わせるように構成される組合せモ
ジュールを更に備える
　請求項７～１０のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１２】
　前記組合せモジュールは、各シングル周波数バンドのアンテナモジュールのタイプをそ
れぞれに設定し、実際のネットワーキングの要求に応じて、複数のシングル周波数バンド
のアンテナモジュールを論理的にいろいろ組み合わせるように構成される
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　アンテナモジュールであって、
　前記アンテナモジュールは、アンテナエレメント群と、位相シフトネットワークと、パ
ッシブコネクタ群と、アクティブコネクタ群と、電気同調ユニットと、アンテナフィーダ
ーインタフェースと、電気同調インタフェースと、無線周波数ジャンパと、コンバイナー
とを備え、
　前記アンテナエレメント群をアクティブコネクタ群に接続し、前記位相シフトネットワ
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ークのブランチインタフェースをパッシブコネクタ群に接続し、前記位相シフトネットワ
ークのコンバインインタフェースをアンテナフィーダーインタフェースに接続して、前記
位相シフトネットワークが前記アンテナフィーダーインタフェースを介して外部ソース機
器に接続し、前記電気同調ユニットを位相シフトネットワークに接続し、前記電気同調ユ
ニットが前記電気同調インタフェースを介して外部制御機器に接続する、アンテナモジュ
ール。
【請求項１４】
　前記アンテナモジュールはアクティブアンテナモジュールであり、前記アクティブコネ
クタ群が送受信装置アレイと接続し、
　前記アンテナモジュールはパッシブアンテナモジュールであり、前記パッシブコネクタ
群がアクティブコネクタ群と接続し、
　前記アンテナモジュールはアクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールであり、コン
バイナーの第一ブランチポートが送受信装置アレイと接続し、コンバイナーの第二ブラン
チポートがパッシブコネクタ群と接続し、コンバイナーのコンバインポートがアクティブ
コネクタ群と接続する
　請求項１３に記載のアンテナモジュール。
【請求項１５】
　前記アンテナモジュールは二つ以上のシングル周波数バンドのアンテナモジュールを備
える
　請求項１４に記載のアンテナモジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信分野のアンテナ技術に関し、特にアンテナのモジュール化の実現方法及び
装置、アンテナモジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の無線ネットワークは、一般的に、信号を送信或いは受信するための機器であるソ
ース部と従来のパッシブアンテナユニットであるアンテナフィーダー部に分けることがで
き、ソース部とアンテナフィーダー部は、標準インタフェースを介して無線周波数ケーブ
ルを用いて接続されている。
【０００３】
　移動通信網の多様化とブロードバンド化の発展に伴い、ユーザにとって実際の応用によ
り柔軟にネットワークを配置する必要がある。しかしながら、柔軟にネットワークを配置
する過程中、以下の要求が存在する。
【０００４】
　（１）同一のアンテナ面上に多種モードのネットワークが統合される要求
　従来技術は主にコンバイナー及び無線周波数ケーブルを介して複数の異なるモードのソ
ース部と複数の異なる周波数バンドのアンテナ部を接続することで、多種モードのアンテ
ナの配置を実現し、これにより下記の問題がある。
【０００５】
　●　基地局を建てる空間、面積について要求があり、基地局を建てるコストが高いこと
、
　●　将来、ネットワークをプラン、アップグレード或いは拡大するとき、難易度が高い
こと、
　●　ネットワークを管理及びメンテナンスするとき、ネットワークが中断される可能性
があること、および
　●　将来のブロードバンド化、マルチバンド化の発展の傾向を満足させないこと。
【０００６】
　（２）同一のアンテナ面上に各モードに対してアクティブ部とパッシブ部を柔軟に配置
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できる要求
　現在、アクティブアンテナシステム（Ａｃｔｉｖｅ　Ａｎｔｅｎｎａ　Ｓｙｓｔｅｍ）
は複数チャネルの送受信装置と基地局アンテナを集積する基地局通信システムであり、そ
のアンテナ部と複数チャネルの送受信装置のインタフェースは内部インタフェースであり
、これにより下記の問題がある。
【０００７】
　●　アクティブ部とパッシブ部が互いに柔軟に配置されておらず、両者の間は緊密な結
合の関係であり、動作モードは固定されること、
　●　アクティブ部とパッシブ部の間の組合せ方式が制限を受けること、
　●　アクティブ部とパッシブ部の間はアンテナ部品を共有できない或いはアンテナ部品
の共有に制限を受けること、
　●　ネットワークが作成したあと、アクティブ部が提供する動作周波数バンドとユーザ
の容量は固定され、将来、ネットワークをプラン、アップグレード或いは拡大するとき、
難易度が高いこと、および
　●　ネットワークを管理及びメンテナンスするとき、ネットワークが中断される可能性
があること。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　これを鑑みて、本発明の実施形態は、アンテナのモジュール化の実現方法及び装置、ア
ンテナモジュールを提供して、アンテナのモジュール化が実現でき、パッシブアンテナが
ブロードバンド／マルチバンドへの統合、アクティブアンテナがマルチモード／ブロード
バンド／小型化への進化の要求を更に満足させる。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の実施形態に係る技術方案は下記のように実現される。
【００１０】
　本発明の実施形態はアンテナのモジュール化の実現方法を提供し、前記方法は、
　アンテナの部品を区分し、区分された部品を採用してアンテナモジュールを組み合わせ
、且つ前記アンテナモジュールのタイプを設定することを含む。
【００１１】
　上述の方案において、前記アンテナの部品を区分することは、アンテナの各部品の機能
により、アンテナの部品をアンテナエレメント群、位相シフトネットワーク、パッシブコ
ネクタ群、アクティブコネクタ群、電気同調ユニット、アンテナフィーダーインタフェー
ス、電気同調インタフェース、無線周波数ジャンパ、およびコンバイナーに区分すること
を含み、
　前記アンテナの部品を区分する前、前記方法は、アンテナにおけるアクティブコネクタ
とパッシブコネクタをそれぞれ標準化することを更に含む。
【００１２】
　上述の方案において、前記区分された部品を採用してアンテナモジュールを組み合わせ
ることは、前記アンテナエレメント群をアクティブコネクタ群に接続することと、前記位
相シフトネットワークのブランチインタフェースをパッシブコネクタ群に接続し、且つ前
記位相シフトネットワークのコンバインインタフェースをアンテナフィーダーインタフェ
ースに接続して、前記アンテナフィーダーインタフェースを介して位相シフトネットワー
クを外部ソース機器に接続することと、前記電気同調ユニットを位相シフトネットワーク
に接続して、前記電気同調インタフェースを介して電気同調ユニットを外部制御機器に接
続することとを含む。
【００１３】
　上述の方案において、前記アンテナモジュールのタイプは、アクティブアンテナモジュ
ール、パッシブアンテナモジュール、及びアクティブ・パッシブ混合アンテナモジュール
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を含み、
　前記アンテナモジュールのタイプを設定することは、アクティブコネクタ群と送受信装
置アレイを接続することで、前記アンテナモジュールのタイプをアクティブアンテナモジ
ュールに設定することと、パッシブコネクタ群とアクティブコネクタ群を接続することで
、前記アンテナモジュールのタイプをパッシブアンテナモジュールに設定することと、コ
ンバイナーの第一ブランチポートと送受信装置アレイを接続し、コンバイナーの第二ブラ
ンチポートとパッシブコネクタ群を接続し、コンバイナーのコンバインポートとアクティ
ブコネクタ群を接続することで、前記アンテナモジュールのタイプをアクティブ・パッシ
ブ混合アンテナモジュールに設定することとを含む。
【００１４】
　上述の方案において、前記アンテナが複数の周波数バンドをサポートしている場合、前
記方法は、前記アンテナを二つ以上のシングル周波数バンドのアンテナモジュールに区分
し、且つ複数のシングル周波数バンドのアンテナモジュールを論理的に組み合わせること
を更に含む。
【００１５】
　上述の方案において、前記複数のシングル周波数バンドのアンテナモジュールを論理的
に組み合わせることは、各シングル周波数バンドのアンテナモジュールのタイプをそれぞ
れに設定し、実際のネットワーキングの要求に応じて、複数のシングル周波数バンドのア
ンテナモジュールを論理的にいろいろ組み合わせることを含む。
【００１６】
　本発明はアンテナのモジュール化の実現装置を提供し、前記装置は、
　アンテナの部品を区分するように構成される区分モジュールと、
　区分された部品を採用してアンテナモジュールを組み合わせるように構成される生成モ
ジュールと、
　前記アンテナモジュールのタイプを設定するように構成される設定モジュールとを備え
る。
【００１７】
　上述の方案において、前記区分モジュールは、前記アンテナの各部品の機能により、ア
ンテナの部品をアンテナエレメント群、位相シフトネットワーク、パッシブコネクタ群、
アクティブコネクタ群、電気同調ユニット、アンテナフィーダーインタフェース、電気同
調インタフェース、無線周波数ジャンパ、およびコンバイナーに区分するように構成され
、
　前記装置は、アンテナにおけるアクティブコネクタとパッシブコネクタをそれぞれ標準
化するように構成される標準化モジュールを更に備える。
【００１８】
　上述の方案において、前記生成モジュールは、前記アンテナエレメント群をアクティブ
コネクタ群に接続し、前記位相シフトネットワークのブランチインタフェースをパッシブ
コネクタ群に接続し且つ前記位相シフトネットワークのコンバインインタフェースをアン
テナフィーダーインタフェースに接続して、前記アンテナフィーダーインタフェースを介
して位相シフトネットワークを外部ソース機器に接続し、前記電気同調ユニットを位相シ
フトネットワークに接続して、前記電気同調インタフェースを介して電気同調ユニットを
外部制御機器に接続するように構成される。
【００１９】
　上述の方案において、前記アンテナモジュールのタイプは、アクティブアンテナモジュ
ール、パッシブアンテナモジュール、及びアクティブ・パッシブ混合アンテナモジュール
を含み、
　前記設定モジュールは、アクティブコネクタ群と送受信装置アレイを接続することで、
前記アンテナモジュールのタイプをアクティブアンテナモジュールに設定し、パッシブコ
ネクタ群とアクティブコネクタ群を接続することで、前記アンテナモジュールのタイプを
パッシブアンテナモジュールに設定し、コンバイナーの第一ブランチポートと送受信装置
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アレイを接続し、コンバイナーの第二ブランチポートとパッシブコネクタ群を接続し、コ
ンバイナーのコンバインポートとアクティブコネクタ群を接続することで、前記アンテナ
モジュールのタイプをアクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールに設定するように構
成される。
【００２０】
　上述の方案において、前記アンテナが複数の周波数バンドをサポートしている場合、前
記装置は、前記アンテナを二つ以上のシングル周波数バンドのアンテナモジュールに区分
し、且つ複数のシングル周波数バンドのアンテナモジュールを論理的に組み合わせるよう
に構成される組合せモジュールを更に備える。
【００２１】
　上述の方案において、前記組合せモジュールは、各シングル周波数バンドのアンテナモ
ジュールのタイプをそれぞれに設定し、実際のネットワーキングの要求に応じて、複数の
シングル周波数バンドのアンテナモジュールを論理的にいろいろ組み合わせるように構成
される。
【００２２】
　前記区分モジュール、前記生成モジュール、前記設定モジュール、前記標準化モジュー
ル、前記組合せモジュールが処理を実行するとき、中央処理装置（ＣＰＵ：Ｃｅｎｔｒａ
ｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ：Ｄｉｇ
ｉｔａｌ　Ｓｉｎｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）或いはフィールドプログラマブルゲー
トアレイ（ＦＰＧＡ：Ｆｉｅｌｄ－Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）
によって実現されてよい。
【００２３】
　本発明の実施形態はアンテナモジュールを更に提供し、前記アンテナモジュールは、ア
ンテナエレメント群と、位相シフトネットワークと、パッシブコネクタ群と、アクティブ
コネクタ群と、電気同調ユニットと、アンテナフィーダーインタフェースと、電気同調イ
ンタフェースと、無線周波数ジャンパと、コンバイナーとを備え、
　前記アンテナエレメント群をアクティブコネクタ群に接続し、前記位相シフトネットワ
ークのブランチインタフェースをパッシブコネクタ群に接続し、前記位相シフトネットワ
ークのコンバインインタフェースをアンテナフィーダーインタフェースに接続して、前記
位相シフトネットワークが前記アンテナフィーダーインタフェースを介して外部ソース機
器に接続し、前記電気同調ユニットを位相シフトネットワークに接続し、前記電気同調ユ
ニットが前記電気同調インタフェースを介して外部制御機器に接続する。
【００２４】
　上述の方案において、前記アンテナモジュールはアクティブアンテナモジュールであり
、アクティブコネクタ群が送受信装置アレイと接続し、前記アンテナモジュールはパッシ
ブアンテナモジュールであり、前記パッシブコネクタ群がアクティブコネクタ群と接続し
、前記アンテナモジュールはアクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールであり、コン
バイナーの第一ブランチポートが送受信装置アレイと接続し、コンバイナーの第二ブラン
チポートがパッシブコネクタ群と接続し、コンバイナーのコンバインポートがアクティブ
コネクタ群と接続する。
【００２５】
　上述の方案において、前記アンテナモジュールは二つ以上のシングル周波数バンドのア
ンテナモジュールを備える。
【００２６】
　本発明の実施形態が提供するアンテナのモジュール化の実現方法及び装置、アンテナモ
ジュールによれば、アンテナの部品を区分し、区分された部品を採用してアンテナモジュ
ールを組み合わせ、且つ前記アンテナモジュールのタイプを設定することによって、アン
テナモジュールの設定可能を実現でき、ユーザが実際の応用の要求に応じてアンテナモジ
ュールのタイプをアクティブアンテナモジュール、パッシブアンテナモジュール、或いは
アクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールに設定する。このように、アンテナのモジ
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ュール化を実現し、アンテナのモジュール化は、アクティブアンテナモジュールとパッシ
ブアンテナモジュールをデカップリングさせるので、両者が各自の発展の方向にそれぞれ
進化するようにする。従って、ネットワークのプラン、アップグレード或いは拡大に関す
る要求を満足できる。
【００２７】
　なお、本発明の実施形態において、アンテナが複数の周波数バンドをサポートしている
場合、実際のネットワーキングの要求に応じて、複数のシングル周波数バンドのアンテナ
モジュールを論理的にいろいろ組み合わせることもできる。そのように、アンテナが「ネ
ットワークアンテナ」の形式を表し、これによって、異なる周波数バンドのアンテナが柔
軟にネットワークを配置する要求を満足させ、それに、ネットワークのディレイアリング
への発展傾向に適応する。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明におけるアンテナのモジュール化の実現方法に関する実施形態の実現フロ
ーチャートである。
【図２】本発明の実施形態に係るシングル周波数バンド８ユニット単一偏波アンテナの部
品の接続模式図である。
【図３】本発明の実施形態に係る３周波数バンド８ユニット二重偏波アンテナの標準化模
式図である。
【図４ａ】本発明の実施形態に係るシングル周波数バンド８ユニット単一偏波アンテナを
アクティブアンテナモジュールに設定した模式図である。
【図４ｂ】本発明の実施形態に係るシングル周波数バンド８ユニット単一偏波アンテナを
パッシブアンテナモジュールに設定した模式図である。
【図４ｃ】本発明の実施形態に係るシングル周波数バンド８ユニット単一偏波アンテナを
アクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールに設定した模式図である。
【図５】本発明の実施形態に係る３周波数バンド８ユニット二重偏波アンテナの構造模式
図である。
【図６ａ】本発明の実施形態に係るシングル周波数バンド８ユニット二重偏波アンテナを
アクティブアンテナモジュールに設定した模式図である。
【図６ｂ】本発明の実施形態に係るシングル周波数バンド８ユニット二重偏波アンテナを
パッシブアンテナモジュールに設定した模式図である。
【図６ｃ】本発明の実施形態に係るシングル周波数バンド８ユニット二重偏波アンテナを
アクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールに設定した模式図である。
【図７】本発明の実施形態に係る３周波数バンド８ユニット二重偏波アンテナのモジュー
ル化模式図である。
【図８】本発明に係るアンテナモジュール化の実現装置の実施形態の構造模式図である。
【図９】本発明の実施形態に係るアンテナモジュールの構造模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　本発明の実施形態において、まず、アンテナにおけるアクティブコネクタとパッシブコ
ネクタをそれぞれ標準化し、そして、アンテナの各部品の機能により、アンテナの各部品
を区分し、それから、区分された部品を採用してアンテナモジュールを組み合わせ、且つ
実際の応用の要求に応じて、アンテナモジュールのタイプを設定する。
【００３０】
　更に、前記アンテナが複数の周波数バンドをサポートしている場合、周波数バンドによ
り前記アンテナを二つ以上のシングル周波数バンドのアンテナモジュールに区分し、かつ
各シングル周波数バンドのアンテナモジュールのタイプをそれぞれに設定し、実際のネッ
トワーキングの要求に応じて、複数のシングル周波数バンドのアンテナモジュールを論理
的に組み合わせる。
【００３１】
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　ここで、アンテナにおけるアクティブコネクタとパッシブコネクタをそれぞれ標準化す
ることは、材料、構造、サイズ、工程、電気性能などの国際／国家／業界の統一規格を制
定することであり、或いは、製品のタイプにより統一規格を制定して、アンテナ構造に係
るアクティブコネクタとパッシブコネクタの数と配置を決定することである。
【００３２】
　本発明の実施形態において、アンテナの各部品の機能により、アンテナの部品をアンテ
ナエレメント群、位相シフトネットワーク、パッシブコネクタ群、アクティブコネクタ群
、電気同調ユニット、アンテナフィーダーインタフェース、電気同調インタフェース、無
線周波数ケーブル、およびコンバイナーに区分する。
【００３３】
　ここで、前記アンテナモジュールのタイプは、アクティブアンテナモジュール、パッシ
ブアンテナモジュール、アクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールを含む。異なるモ
ジュールを接続することで異なるタイプのアンテナモジュールを組み合わせ、即ち、必要
なアンテナモジュールのタイプにより、必要な各部品、及び各部品間の接続方式を確定で
きる。
【００３４】
　具体的に、実際の応用において、アンテナモジュールがアクティブアンテナモジュール
である必要がある場合、アクティブコネクタ群と送受信装置アレイを接続することで、前
記アンテナモジュールのタイプをアクティブアンテナモジュールに設定することができる
。必要なアンテナモジュールがパッシブアンテナモジュールである必要がある場合、パッ
シブコネクタ群とアクティブコネクタ群を接続することで、前記アンテナモジュールのタ
イプをパッシブアンテナモジュールに設定することができる。必要なアンテナモジュール
がアクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールである必要がある場合、コンバイナーの
第一ブランチポートと送受信装置アレイを接続し、コンバイナーの第二ブランチポートと
パッシブコネクタ群を接続し、コンバイナーのコンバインポートとアクティブコネクタ群
を接続することで、前記アンテナモジュールのタイプをアクティブ・パッシブ混合アンテ
ナモジュールに設定することができる。
【００３５】
　更に、前記アンテナが複数の周波数バンドをサポートしている場合、アンテナの各部品
の数量、サイズ、及び接続関係により、前記アンテナを二つ以上のシングル周波数バンド
のアンテナモジュールに区分し、且つ実際の応用の要求に応じて、前記各シングル周波数
バンドのアンテナモジュールのタイプをそれぞれに設定し、多重、内部ネスティング、縦
スタッキングモードによって、実際のネットワーキングの要求に応じて、複数のシングル
周波数バンドのアンテナモジュールを論理的に組み合わせる。
【００３６】
　以下、図面及び具体的な実施形態を参照して本発明に対して更に詳しく説明する。
【００３７】
　本発明の実施形態はアンテナのモジュール化の実現方法を提供し、図１に示すように、
図１は本発明におけるアンテナのモジュール化の実現方法に関する実施形態の実現フロー
チャートであり、前記方法は以下のステップを含む。
【００３８】
　ステップ１０１において、アンテナの部品を区分し、区分された部品を採用してアンテ
ナモジュールを組み合わせる。
【００３９】
　シングル周波数バンド８ユニット単一偏波アンテナを例として、図２は本発明の実施形
態のシングル周波数バンド８ユニット単一偏波アンテナモジュールの接続模式図であり、
図２、図４ａ～４ｃに示すように、アンテナの各部品の機能により、アンテナの部品をア
ンテナエレメント群２０１、位相シフトネットワーク２０２、パッシブコネクタ群２０３
、アクティブコネクタ群２０４、電気同調ユニット２０５、アンテナフィーダーインタフ
ェース２０６、電気同調インタフェース２０７、無線周波数ジャンパ２０８、およびコン
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バイナー２０９に区分する。
【００４０】
　前記アンテナエレメント群２０１は一組の電磁波をガイド及び増幅した金属導体であり
、前記アンテナエレメント群２０１は共振回路を構成し、電磁信号を受信又は送信するた
めに用いられる。前記アンテナエレメントのサイズは受信又は送信された電磁信号の波長
と関連され、一般的に、前記アンテナエレメントのサイズは受信又は送信された電磁信号
の波長の約二分の一である。
【００４１】
　前記位相シフトネットワーク２０２は一組の電気長さの調節可能な伝送路網であり、前
記位相シフトネットワーク２０２を介して信号の位相シフトに対して連続に調整できるこ
とで、電磁波ビームの下方傾斜角度の変更を制御する。
【００４２】
　具体的に、前記位相シフトネットワーク２０２は異なる制御状態に応じて位相シフトネ
ットワークの伝送特性を変更でき、伝送特性の変更は出力信号が参考信号に対して位相シ
フト差が生成され、実際の応用において、一般的に、機械制御又は電気制御の方式により
前記位相シフトネットワーク２０２の各チャネルの伝送路の長さ又は誘電定数を変更し、
前記伝送路の長さ又は誘電定数を調整することで前記位相シフトネットワーク２０２の各
チャネルの伝送特性を変更でき、伝送特性の変更は各チャネルで伝送される信号が一定の
位相シフト関係を呈するようにする。多数の場合、異なる周波数の信号に対して、同一の
物理長さを有する伝送路は異なる位相シフト関係を呈する。
【００４３】
　前記パッシブコネクタ群２０３とアクティブコネクタ群２０４はいずれも一組の無線周
波数信号の入力／出力ポートであり、構造的に、前記パッシブコネクタ群２０３とアクテ
ィブコネクタ群２０４は一般的にアンテナのバックブボード上に位置し、且つ前記パッシ
ブコネクタ群２０３またはアクティブコネクタ群２０４に対応している各周波数バンドの
ポート数はアンテナ技術の発展レベル及びネットワークの要求に依存する。
【００４４】
　前記電気同調ユニット２０５は標準通信プロトコル（例えば、ＡＩＳＧプロトコル）に
より通信することで、位相シフトネットワーク２０２を制御することを実現し、最終的に
電磁波ビームの下方傾斜角度を調節する目的を達成する。前記電気同調ユニット２０５は
アクティブ電気同調ユニットとパッシブ電気同調ユニットに分ける。前記アクティブ電気
同調ユニットは自動制御システムにより外部命令に応答でき、且つ内部のモータにより位
相シフトネットワーク２０２の伝送状態を変更する。前記パッシブ電気同調ユニットは外
力機械を利用して、且つ内部の機械連動装置により位相シフトネットワーク２０２の伝送
状態を変更することで、電磁波ビームの下方傾斜角度を調節する目的を達成する。
【００４５】
　前記アンテナフィーダーインタフェース２０６の一端が位相シフトネットワーク２０２
のコンバインインタフェースに接続し、他端が外部ソース機器に接続する。ここで、前記
外部ソース機器は主に信号を送信又は受信するために用いられ、前記外部ソース機器は、
現在無線ネットワークにおける送受信装置、基地局、リピーター、タワートップアンプな
どを含むが、それらに限られない。
【００４６】
　前記電気同調インタフェース２０７の一端が電気同調ユニット２０５に接続し、他端が
外部制御機器に接続する。ここで、前記外部制御機器はリモートコントロールユニット（
ＲＣＵ：Ｒｅｍｏｔｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｕｎｉｔ）であり、前記ＲＣＵの一端が前記電
気同調インタフェース２０７に接続されてよく、他端が基地局のＡＩＳＧコントロールイ
ンタフェース又はポータブルコントロールユニット（ＰＣＵ：Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　Ｕｎｉｔ）に接続されてよい。
【００４７】
　前記無線周波数ジャンパ２０８は一組の無線周波数ケーブル又はコネクタであり、主に
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各部品を接続し、或いは前記アンテナを短絡させるために用いられる。
【００４８】
　前記コンバイナー２０９は信号をコンビネーションし或いはパワー分割する機器であり
、前記コンバイナー２０９は２つのブランチポート（第一ブランチポートと第二ブランチ
ポート）と、１つのコンバインポートを備える。ここで、第一ブランチポートが送受信装
置アレイの出力／入力端に接続し、第二ブランチポートがパッシブコネクタ群２０３に接
続し、前記コンバインポートがアクティブコネクタ群２０４に接続する。前記コンバイナ
ーはマイクロストリッププリント回路板或いはキャビティーフィルタの形を採用して実現
されることができる。
【００４９】
　本ステップにおいて、前記アンテナの部品を区分する前、前記方法は、アンテナにおけ
るアクティブコネクタとパッシブコネクタをそれぞれ標準化することを含む。
【００５０】
　具体的に、前記アンテナの外部インタフェースは主に、アクティブコネクタ、パッシブ
コネクタ、アンテナフィーダーインタフェース、および電気同調インタフェースの四種類
のインタフェースを呈する。異なる応用シーンに適用されるアンテナに対応しているこの
四種類のインタフェースにおいて、数量と配置だけが違うので、この四種類のインタフェ
ースを標準化できる。
【００５１】
　現在、アンテナフィーダーインタフェースと電気同調インタフェースの標準化が実現さ
れた。例えば、基地局アンテナのアンテナフィーダーインタフェースが７／１６　ＤＩＮ
－Ｆｅｍａｌｅコネクタを採用し、電気同調インタフェースが標準ＡＩＳＧインタフェー
スを採用する。従って、アンテナのアクティブコネクタとパッシブコネクタをそれぞれ標
準化する必要がある。アクティブコネクタとパッシブコネクタを標準化することは、異な
るメーカーの設備に対する相互交換性試験および相互運用性試験（ＩＯＴ：Ｉｎｔｅｒｏ
ｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　Ｔｅｓｔ）を保証する。同時に、元のサービスを中断しない条件
で、アクティブ／パッシブアンテナモジュールに対してアップグレード及びメンテナンス
できる。
【００５２】
　３周波数バンド８ユニット二重偏波アンテナを例として、図３は本発明の実施形態に係
る３周波数バンド８ユニット二重偏波アンテナの標準模式図であり、図３に示すように、
前記３つの周波数バンドは、８００ＭＨｚ－９００ＭＨｚであり、１．８ＧＨｚ－２．１
ＧＨｚであり、２．６ＧＨｚである。なお、前記８００ＭＨｚ－９００ＭＨｚ、１．８Ｇ
Ｈｚ－２．１ＧＨｚ、２．６ＧＨｚは異なる周波数バンドだけを区別するために用いられ
、本発明を制限しない。
【００５３】
　前記アンテナにおけるアクティブコネクタとパッシブコネクタをそれぞれ標準化するこ
とは、材料、構造、サイズ、工程、電気性能などの国際／国家／業界の統一規格を制定す
ることであり、或いは、製品のタイプにより統一規格を制定して、アンテナ構造において
、アクティブコネクタとパッシブコネクタの数と配置を決定することである。更に、アン
テナの他のインタフェースを標準化することは、外形、材料、体積、重量、数量、接続方
式、コネクタを標準化することである。
【００５４】
　本ステップにおいて、前記区分された部品を採用してアンテナモジュールを組み合わせ
ることは、まず前記アンテナエレメント群２０１と位相シフトネットワーク２０２の間の
インタフェースを物理的に切り離すこと、その後、アンテナエレメント群２０１をアクテ
ィブコネクタ群２０４に接続すること、位相シフトネットワーク２０２のブランチインタ
フェースをパッシブコネクタ群２０３に接続し、且つ前記位相シフトネットワークのコン
バインインタフェースをアンテナフィーダーインタフェース２０６に接続して、アンテナ
フィーダーインタフェース２０６を介して位相シフトネットワーク２０２を外部ソース機
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器に接続すること、および電気同調ユニット２０５を位相シフトネットワーク２０２に接
続して、電気同調インタフェース２０７を介して電気同調ユニット２０５を外部制御機器
に接続することを含む。
【００５５】
　ステップ１０２において、前記アンテナモジュールのタイプを設定する。
【００５６】
　前記アンテナモジュールのタイプは、アクティブアンテナモジュール、パッシブアンテ
ナモジュール、アクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールを含む。
【００５７】
　実際に応用するとき、異なるタイプのアンテナモジュールを必要とする場合、異なるア
ンテナモジュールを接続することで異なるタイプのアンテナモジュールを組み合わせる。
【００５８】
　本ステップにおいて、必要なアンテナモジュールがアクティブアンテナモジュールであ
る場合、前記アンテナモジュールのタイプをアクティブアンテナモジュールに設定する。
【００５９】
　具体的に、図４ａは本発明の実施形態に係るシングル周波数バンド８ユニット単一偏波
アンテナをアクティブアンテナモジュールに設定する模式図であり、図４ａに示すように
、必要なアンテナモジュールがアクティブアンテナモジュールである場合、アクティブコ
ネクタ群２０４（＃１－＃８）のインタフェースを送受信装置アレイ（＃１－＃８）のイ
ンタフェースに順次に接続し、このとき、パッシブコネクタ群２０３（＃１－＃８）はオ
フ状態にある。このように、前記アンテナモジュールのタイプをアクティブアンテナモジ
ュールに設定する。
【００６０】
　必要なアンテナモジュールがパッシブアンテナモジュールである場合、前記アンテナモ
ジュールのタイプをパッシブアンテナモジュールに設定する。
【００６１】
　具体的に、図４ｂは本発明の実施形態に係るシングル周波数バンド８ユニット単一偏波
アンテナをパッシブアンテナモジュールに設定する模式図であり、図４ｂに示すように、
必要なアンテナモジュールがパッシブアンテナモジュールである場合、パッシブコネクタ
群２０３（＃１－＃８）のインタフェースをアクティブコネクタ群２０４（＃１－＃８）
のインタフェースに順次に接続し、このとき、アンテナエレメント群２０１と位相シフト
ネットワーク２０２の間はオン状態にある。このように、前記アンテナモジュールのタイ
プをパッシブアンテナモジュールに設定する。アクティブコネクタ群とパッシブコネクタ
群の間は無線周波数ジャンパ２０８により接続される。
【００６２】
　必要なアンテナモジュールがアクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールである場合
、前記アンテナモジュールのタイプをアクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールに設
定する。
【００６３】
　具体的に、図４ｃは本発明の実施形態に係るシングル周波数バンド８ユニット単一偏波
アンテナをアクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールに設定する模式図であり、図４
ｃに示すように、必要なアンテナモジュールがアクティブ・パッシブ混合アンテナモジュ
ールである場合、コンバイナー２０９の第一ブランチポートを送受信装置アレイに接続し
、コンバイナー２０９の第二ブランチポートをパッシブコネクタ群２０３に接続し、これ
によって、アンテナフィーダーインタフェース２０７から位相シフトネットワーク２０２
を経由して伝送された外部ソース機器の信号と前記コンバイナー２０９の第一ブランチポ
ートからの送受信装置アレイの信号をコンバインすることができる。その後、コンバイナ
ー２０９のコンバインポートをアクティブコネクタ群２０４に接続して、コンバインされ
た信号をアンテナエレメント群２０１に伝送できる。一般的に、コンバインされた２つの
経路の信号は周波数で互いに分離する。前記２つの経路の信号において、一つの経路の信
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号はアンテナフィーダーインタフェース２０７に接続された外部ソース機器から送信され
、もう一つの経路の信号は前記コンバイナー２０９の第一ブランチポートに接続された送
受信装置アレイから送信され、このように、前記アンテナモジュールのタイプをアクティ
ブ・パッシブ混合アンテナモジュールに設定する。
【００６４】
　更に、前記アンテナが複数の周波数バンドをサポートしている場合、図１に示すような
方法は、前記アンテナを二つ以上のシングル周波数バンドのアンテナモジュールに区分し
、且つ複数のシングル周波数バンドのアンテナモジュールを論理的に組み合わせることを
含む。
【００６５】
　具体的に、前記アンテナが複数の周波数バンドをサポートしている場合、アンテナの各
部品の数量、サイズ、及び接続関係により、周波数バンドに応じて、前記アンテナを二つ
以上のシングル周波数バンドのアンテナモジュールに区分し、且つ実際の応用の要求に応
じて、前記各シングル周波数バンドのアンテナモジュールのタイプをそれぞれに設定し、
多重、内部ネスティング、縦スタッキングモードによって、実際のネットワーキングの要
求に応じて、複数のシングル周波数バンドのアンテナモジュールを論理的にいろいろ組み
合わせる。
【００６６】
　３周波数バンド８ユニット二重偏波アンテナを例として、図５は本発明の実施形態に係
る３周波数バンド８ユニット二重偏波アンテナの構造模式図であり、図５、図６ａ～６ｃ
に示すように、前記アンテナはｆ１（８００ＭＨｚ－９００ＭＨｚ）、ｆ２（１．８ＧＨ
ｚ－２．１ＧＨｚ）、ｆ３（２．６ＧＨｚ）という３つの周波数バンドをサポートし、類
似的に、アンテナの各部品の機能により、アンテナの部品をアンテナエレメント群５０１
、位相シフトネットワーク５０２、パッシブコネクタ群５０３、アクティブコネクタ群５
０４、電気同調ユニット５０５、アンテナフィーダーインタフェース５０６、電気同調イ
ンタフェース５０７、無線周波数ジャンパ５０８、およびコンバイナー５０９に区分する
。ここで、前記各部品の構造と機能は図２に示すような各部品の構造と機能と類似する。
なお、前記ｆ１（８００ＭＨｚ－９００ＭＨｚ）、ｆ２（１．８ＧＨｚ－２．１ＧＨｚ）
、ｆ３（２．６ＧＨｚ）は異なる周波数バンドだけを区別するために用いられ、本発明を
制限しない。
【００６７】
　具体的に、アンテナの各部品の数量、サイズ及び接続関係により、周波数バンドに応じ
て前記アンテナをアンテナモジュールＡ、アンテナモジュールＢ、アンテナモジュールＣ
に区分し、ここで、前記アンテナモジュールＡが８００ＭＨｚ－９００ＭＨｚの周波数バ
ンドをサポートし、前記アンテナモジュールＢが１．８ＧＨｚ－２．１ＧＨｚの周波数バ
ンドをサポートし、前記アンテナモジュールＣが２．６ＧＨｚの周波数バンドをサポート
する。前記アンテナの正面のアンテナエレメント群５０１は前記３つの周波数バンドに応
じて３つの配列を分割し、前記アンテナの背面にはパッシブコネクタ群５０３とアクティ
ブコネクタ群５０４があり、前記アンテナの内部には位相シフトネットワーク５０２と電
気同調ユニット５０５があり、前記アンテナの下端にはアンテナフィーダーインタフェー
ス５０６と電気同調インタフェース５０７がある。
【００６８】
　前記アンテナモジュールＡ、アンテナモジュールＢ、およびアンテナモジュールＣは、
実際の要求に応じてアクティブアンテナモジュール、パッシブアンテナモジュール、およ
びアクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールに設定されることができる。なお、前記
アンテナモジュールＡ、アンテナモジュールＢ、アンテナモジュールＣは異なるアンテナ
モジュールだけを区別するために用いられ、本発明を制限しない。
【００６９】
　アンテナモジュールＡを例として、前記アンテナモジュールＡをアクティブアンテナモ
ジュール、パッシブアンテナモジュール、およびアクティブ・パッシブ混合アンテナモジ
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ュールに設定する過程にたいして以下のように説明する。
【００７０】
　図６ａは本発明の実施形態に係るシングル周波数バンド８ユニット二重偏波アンテナを
アクティブアンテナモジュールに設定する模式図であり、図４ａに示すようなシングル周
波数バンド８ユニット単一偏波アンテナをアクティブアンテナモジュールに設定する過程
と類似し、アクティブコネクタ群５０４（＃１－＃８）のインタフェースを送受信装置ア
レイ（＃１－＃８）のインタフェースに順次に接続し、このとき、パッシブコネクタ群５
０３（＃１－＃８）はオフ状態にある。このように、前記アンテナモジュールＡのタイプ
をアクティブアンテナモジュールに設定する。
【００７１】
　図６ｂは本発明の実施形態に係るシングル周波数バンド８ユニット二重偏波アンテナを
パッシブアンテナモジュールに設定する模式図であり、図４ｂに示すようなシングル周波
数バンド８ユニット単一偏波アンテナをパッシブアンテナモジュールに設定する過程と類
似し、パッシブコネクタ群５０３（＃１－＃８）のインタフェースをアクティブコネクタ
群５０４（＃１－＃８）のインタフェースに順次に接続し、このとき、前記アンテナエレ
メント群５０１と位相シフトネットワーク５０２の間はオン状態にある。このように、前
記アンテナモジュールＡのタイプをパッシブアンテナモジュールに設定する。ここで、ア
クティブコネクタ群とパッシブコネクタ群の間は無線周波数ジャンパ５０８により接続さ
れる。
【００７２】
　図６ｃは本発明の実施形態に係るシングル周波数バンド８ユニット二重偏波アンテナを
アクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールに設定する模式図であり、図４ｃに示すよ
うなシングル周波数バンド８ユニット単一偏波アンテナをアクティブ・パッシブ混合アン
テナモジュールに設定する過程と類似し、コンバイナー５０９の第一ブランチポートを送
受信装置アレイに接続し、コンバイナー５０９の第二ブランチポートをパッシブコネクタ
群５０３に接続し、これによって、アンテナフィーダーインタフェース５０７から位相シ
フトネットワーク５０２を経由して伝送された外部ソース機器の信号と前記コンバイナー
５０９の第一ブランチポートからの送受信装置アレイの信号をコンバインすることができ
る。その後、コンバイナー５０９のコンバインポートをアクティブコネクタ群５０４に接
続して、コンバインされた信号をアンテナエレメント群５０１に伝送できる。一般的に、
コンバインされた２つの経路の信号は周波数で互いに分離する。前記２つの経路の信号に
おいて、一つの経路の信号はアンテナフィーダーインタフェース５０７に接続された外部
ソース機器から送信され、もう一つの経路の信号は前記コンバイナー５０９の第一ブラン
チポートに接続された送受信装置アレイから送信され、このように、前記アンテナモジュ
ールＡのタイプをアクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールに設定する。
【００７３】
　ここで、アンテナモジュールＢ、アンテナモジュールＣをアクティブアンテナモジュー
ル、パッシブアンテナモジュール、またはアクティブ・パッシブ混合アンテナモジュール
にそれぞれ設定する過程は、上述のアンテナモジュールＡを設定する過程と類似するので
、ここでは詳細な説明を省略する。
【００７４】
　ここで、アンテナモジュールＡ、アンテナモジュールＢ、アンテナモジュールＣのタイ
プを設定したあと、多重、内部ネスティング、縦スタッキングモードにより、実際のネッ
トワーキングの要求に応じて、アンテナモジュールＡ、及び／又はアンテナモジュールＢ
、及び／又はアンテナモジュールＣを論理的にいろいろ組み合わせる。アンテナモジュー
ルＡ、アンテナモジュールＢ、およびアンテナモジュールＣがそれぞれ異なる周波数バン
ドをサポートするので、アンテナモジュールＡ、アンテナモジュールＢ、およびアンテナ
モジュールＣを論理的にいろいろ組み合わせることで、前記アンテナがモジュール化され
ると同時に、複数の周波数バンドをカバーすることができる。
【００７５】
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　図７は本発明の実施形態に係る３周波数バンド８ユニット二重偏波アンテナのモジュー
ル模式図であり、前記３つの周波数バンドはそれぞれ図５に示すようなｆ１、ｆ２、ｆ３
の３つの周波数バンドである。アンテナが異なる周波数バンドをサポートしているとき、
アンテナの各部品の数量とサイズは異なる。従って、１つのアンテナが異なる周波数バン
ドのアンテナモジュールから構成し、アンテナ内部に集積されたアンテナモジュールの数
はアンテナ技術の発展レベルに依存する。アンテナに集積されたアンテナモジュールが多
ければ多いほど、対応的に、アンテナに設定可能なアクティブアンテナモジュール、パッ
シブアンテナモジュール、アクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールの数も多いので
、前記アンテナがサポートしている周波数バンドも多い。
【００７６】
　本発明の実施形態はアンテナのモジュール化の実現装置を提供し、図８は本発明実施例
に係るアンテナモジュール化の実現装置の実施形態の構造模式図であり、図８に示すよう
に、前記装置は、区分モジュール８２と、生成モジュール８３と、設定モジュール８４と
を備える。
【００７７】
　前記区分モジュール８２は、アンテナの部品を区分するように構成され、
　具体的に、前記区分モジュール８２は、前記アンテナの各部品の機能により、アンテナ
の部品をアンテナエレメント群、位相シフトネットワーク、パッシブコネクタ群、アクテ
ィブコネクタ群、電気同調ユニット、アンテナフィーダーインタフェース、電気同調イン
タフェース、無線周波数ジャンパ、およびコンバイナーに区分する。
【００７８】
　更に、前記装置は標準化モジュール８１を更に備え、前記標準化モジュール８１は、ア
ンテナにおけるアクティブコネクタとパッシブコネクタをそれぞれ標準化するように構成
される。
【００７９】
　前記生成モジュール８３は、区分された部品を採用してアンテナモジュールを組み合わ
せるように構成され、
　具体的に、前記生成モジュール８３は、前記アンテナエレメント群をアクティブコネク
タ群に接続し、前記位相シフトネットワークのブランチインタフェースをパッシブコネク
タ群に接続し、且つ前記位相シフトネットワークのコンバインインタフェースをアンテナ
フィーダーインタフェースに接続し、前記アンテナフィーダーインタフェースを介して位
相シフトネットワークを外部ソース機器に接続し、前記電気同調ユニットを位相シフトネ
ットワークに接続し、前記電気同調インタフェースを介して電気同調ユニットを外部制御
機器に接続するように構成される。
【００８０】
　前記設定モジュール８４は、前記アンテナモジュールのタイプを設定するように構成さ
れ、
　前記アンテナモジュールのタイプは、アクティブアンテナモジュール、パッシブアンテ
ナモジュール、アクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールを含む。
【００８１】
　具体的に、前記設定モジュール８４は、アクティブコネクタ群と送受信装置アレイを接
続することで、前記アンテナモジュールのタイプをアクティブアンテナモジュールに設定
し、パッシブコネクタ群とアクティブコネクタ群を接続することで、前記アンテナモジュ
ールのタイプをパッシブアンテナモジュールに設定し、コンバイナーの第一ブランチポー
トと送受信装置アレイを接続して、コンバイナーの第二ブランチポートとパッシブコネク
タ群を接続して、コンバイナーのコンバインポートとアクティブコネクタ群を接続するこ
とで、前記アンテナモジュールのタイプをアクティブ・パッシブ混合アンテナモジュール
に設定するように構成される。
【００８２】
　更に、前記アンテナが複数の周波数バンドをサポートしている場合、前記装置は組合せ
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モジュール８５を更に備え、前記組合せモジュール８５は、前記アンテナを二つ以上のシ
ングル周波数バンドのアンテナモジュールに区分し、且つ複数のシングル周波数バンドの
アンテナモジュールを論理的に組み合わせるように構成される。
【００８３】
　具体的に、前記組合せモジュール８５は、各シングル周波数バンドのアンテナモジュー
ルのタイプをそれぞれに設定し、実際のネットワーキングの要求に応じて、複数のシング
ル周波数バンドのアンテナモジュールを論理的にいろいろ組み合わせるように構成される
。
【００８４】
　本発明の実施形態はアンテナモジュールを提供し、図９は本発明の実施形態に係るアン
テナモジュールの構造模式図であり、図９に示すように、前記アンテナモジュールは、ア
ンテナエレメント群９１と、位相シフトネットワーク９２と、パッシブコネクタ群９３と
、アクティブコネクタ群９４と、電気同調ユニット９５と、アンテナフィーダーインタフ
ェース９６と、電気同調インタフェース９７と、無線周波数ジャンパ９８と、コンバイナ
ー９９とを備える。
【００８５】
　ここで、前記アンテナエレメント群９１をアクティブコネクタ群９４に接続し、前記位
相シフトネットワーク９２のブランチインタフェースをパッシブコネクタ群９３に接続し
、前記位相シフトネットワーク９２のコンバインインタフェースをアンテナフィーダーイ
ンタフェース９６に接続して、前記位相シフトネットワークが前記アンテナフィーダーイ
ンタフェース９６を介して外部ソース機器に接続し、前記電気同調ユニット９５を位相シ
フトネットワーク９２に接続し、前記電気同調ユニット９５が前記電気同調インタフェー
ス９７を介して外部制御機器に接続する。
【００８６】
　更に、前記アンテナモジュールはアクティブアンテナモジュールであり、アクティブコ
ネクタ群９４と送受信装置アレイは接続し、
　前記アンテナモジュールはパッシブアンテナモジュールであり、前記パッシブコネクタ
群９３は無線周波数ジャンパ９８を介してアクティブコネクタ群９４に接続し、
　前記アンテナモジュールはアクティブ・パッシブ混合アンテナモジュールであり、コン
バイナー９９の第一ブランチポートが送受信装置アレイと接続し、コンバイナー９９の第
二ブランチポートがパッシブコネクタ群９３と接続し、コンバイナー９９のコンバインポ
ートがアクティブコネクタ群９４と接続する。
【００８７】
　前記アンテナモジュールは二つ以上のシングル周波数バンドのアンテナモジュールを備
える。
【００８８】
　本発明の実施形態に説明されたアンテナのモジュール化の実現方法がソフトウエア機能
モジュールにより実現され且つ独立の製品として販売又は使用する場合、１つのコンピュ
ータの読取可能な記憶媒体に格納されてよい。上述に基づいて、本分野の当業者であれば
、本願の実施形態が方法、システム、或いはコンピュータプログラム製品を提供してよい
ことを理解すべきである。従って、本願は、ハードウエア実施例、ソフトウエア実施例、
或いはソフトウエアとハードウエアを結合する実施例の形式を採用してよい。また、本願
は１つ或いは複数の、コンピュータプログラムコードを含んでいるコンピュータ記憶媒体
により実施されるコンピュータプログラム製品という形を採用してよく、前記記憶媒体は
ＵＳＢ、モバイルハードディスク、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ：Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ
　Ｍｅｍｏｒｙ）、ディスクストレージ、ＣＤ－ＲＯＭ、光学記憶装置などを含むが、そ
れらに限らない。
【００８９】
　本願は本願実施形態による方法、装置、及びコンピュータプログラム製品のフローチャ
ート及び／又はブロック図を参照して説明される。コンピュータプログラム命令によって
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フローチャートの各プロセスおよび／ブロック、およびフローチャートおよび／ブロック
のプロセスおよび／またはブロックの組み合わせを実現することができると理解すべきで
ある。これらのコンピュータプログラム命令を汎用コンピュータ、専用コンピュータ、組
み込みプロセッサまたは他のプログラム可能データ処理装置のプロセッサして１つのマシ
ンを生成することができ、それによってコンピュータまたは他のプログラム可能データ処
理装置のプロセッサで実行された命令によりフローチャートの１つのプロセスまたは複数
のプロセスおよび／ブロック図における指定された機能を実現するための装置を生成する
。
【００９０】
　これらのコンピュータプログラム命令がコンピュータまたは他のプログラム可能データ
処理装置が特定のモードで動作することをガイドすることができるコンピュータ可読メモ
リに記憶されることもでき、それによって、当該コンピュータ可読メモリに記憶された命
令により命令装置が含まれる製造品を生成し、当該命令装置がフローチャートの１つ以上
のプロセスおよび／またはブロック図の１つ以上のブロックにおける指定された機能を実
現する。
【００９１】
　これらのコンピュータプログラム命令がコンピュータまたは他のプログラム可能データ
処理装置にロードされることができ、それによってコンピュータまたは他のプログラム可
能データ処理装置で実行された命令によりフローチャートの１つ以上のプロセスおよび／
またはブロック図の１つ以上のブロックにおける指定された機能を実現するためのステッ
プを提供する。
【００９２】
　対応的に、本発明の実施形態は、コンピュータ記憶媒体を提供し、前記コンピュータ記
憶媒体は、本発明の方法実施形態に説明されたアンテナのモジュール化の実現方法を実行
するための、コンピュータプログラムを格納している。
【００９３】
　以上は、本発明の好適な実施例に過ぎず、本発明の保護範囲を限定するものではない。
【産業上の利用可能性】
【００９４】
　本発明の実施形態が提供するアンテナのモジュール化の実現方法及び装置、アンテナモ
ジュールによれば、アンテナの部品を区分し、区分された部品を採用してアンテナモジュ
ールを組み合わせ、且つ前記アンテナモジュールのタイプを設定することによって、アン
テナモジュールの設定可能を実現でき、ユーザが実際の応用の要求に応じてアンテナモジ
ュールのタイプをアクティブアンテナモジュールと、パッシブアンテナモジュールと、ア
クティブ・パッシブ混合アンテナモジュールに設定する。このように、アンテナのモジュ
ール化を実現し、アンテナのモジュール化はアクティブアンテナモジュールとパッシブア
ンテナモジュールをデカップリングさせるので、両者が各自の発展の方向にそれぞれ進化
するようにする。従って、ネットワークのプラン、アップグレード或いは拡大に関する要
求を満足できる。
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